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ボーリング柱状図
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上部0.15mは腐植土である
0.60m付近まで粘性やや大きい
0.60m以深，砂分やや多くなり
，含水・粘性小さい
φ10～30mmの角礫を点在

崩積土である
含水比は低く粘性小さい
φ5～50mmの角礫が主体である
マトリックスは粒子不均一な砂と
粘土でなり，所々固結している
3.00～4.00m区間は礫の混入量が
少ない
4.00～4.20m間は含水比が高く軟
質である

φ5～50mmの角礫(頁岩・砂岩)が
主体である
地層に明瞭な乱れがないことから
砂岩の強風化部である可能性が高
い

風化により軟質化しており割れ目
が非常に多い。
礫状～岩片状コアを呈すが，所々
細礫状コアとなる。
深部ほど新鮮になり，5～10cm程
度の柱状コアで採取できる

5.50～6.00m間は打込みコアであ
り，乱したことで粘土化している

全体に細礫～礫状コアを呈し,マト
リックスが溶解または細礫化して
いる

8.00m以深はやや硬質となるが
，割れ目が多く細礫状コアを呈す
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